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一般選抜第２期　入学試験問題

化学基礎

注　意

　　⑴　解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。

　　⑵　解答用紙は、鉛筆で記入してさしつかえない。

　　⑶　解答は、解答欄に記入すること。

　　⑷　下書きには、配付している下書き用紙を使用すること。

　　⑸　解答用紙は、１枚しか配付しない。

　　⑹　試験終了後、解答用紙および問題用紙を持ち帰らないこと。





 （5）　次の①～③は、何を説明したものか。下記のＡ～Ｅから１つずつ選び、記号で答えなさい。

　　①　同周期では値が増加していき、周期がかわるごとに大幅に下がる。したがって、アルカリ金属は極小をとる。

　　②　同周期では値が減少していき、周期が変わるごとに大幅に値が大きくなる。したがって、アルカリ金属で

極大値をとる。

　　③　原子番号の増加に従ってほぼ単調増加し、周期性がない。

　　　　　Ａ．原子半径　　　　　　　　　　Ｂ．単体の融点　　　　　　Ｃ．イオン化エネルギー

　　　　　Ｄ．天然に最も多く存在する同位体の質量数　　　　　　　　　Ｅ．電子親和力
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2　以下の問いに答えなさい。

 （1）　次の文章の①～⑧にあてはまるものを、ア～スから選び、記号で答えなさい。

　物質の分類方法には、単体と化合物で分類する方法以外にも、炭素原子を含むかどうかで分類する方法もあ

る。二酸化炭素やシアン化合物などを除いた炭素原子を含む物質は（　①　）化合物といい、その他は、（　②　）

化合物という。

　分子からなる化合物には、数千個以上の原子からなる化合物が存在する。このような化合物を（　③　）と

いう。（　③　）は単純な分子を繰り返し連結してつくることが多く、この連結する反応を（　④　）という。

また、このようにしてつくられた（　③　）を（　④　）体（ポリマー）といい、これに対応して原料となっ

た構造の基本になる分子は（　⑤　）体（モノマー）という。

　（　③　）の例としては、飲料水の容器として広く普及している（　⑥　）やポリ袋として利用されている

（　⑦　）などがあり、これらは（　⑧　）を原料に人工的に合成されている。また、天然に存在する（　③　）

もあり、その例としては、デンプンやタンパク質のような生体に関連の深い化合物などが挙げられる。

　　　　ア．石油（有機物）　　　　　 イ．ポリエチレン（ＰＥ）　　　　 ウ．有機

　　　　エ．エチルアルコール　　　　オ．高分子化合物　　　　　　　　カ．プロパン

　　　　キ．単量　　　　　　　　　　ク．遷移元素　　　　　　　　　　ケ．電子

　　　　コ．ポリープ　　　　　　　　サ．ポリエチレンテレフタラート（PET）

　　　　シ．無機　　　　　　　　　　ス．重合	

 （2）　次の①～④の物質について、下線を引いた原子と同じ電子配置になる貴ガス（希ガス）の元素記号を答えな

さい。

　　　①　H₂　　　　②　NH₃　　　　③　CCl₄　　　　④　H₂S

 （3）　次の各問いに答えなさい。

　　①　水分子の電子式を書き、非共有電子対を○で囲みなさい。

　　②　アンモニウムイオンの形状として正しいものを選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．三角形　　　　　イ．正方形　　　　　ウ．正四面体形

　　③　次の文のうち、誤っているものを1つ選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．水分子は　Cu²＋ などの金属イオンに配位結合することができる。

　　　　イ．オキソニウムイオンとは、水分子と水素イオンが配位結合したものでる。

　　　　ウ．1つのアンモニウムイオンに含まれている電子の総数は11である。

　　　　エ．アンモニウムイオンの4つのN－H結合はすべて同等であり、区別がつかない。
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3　以下の問いに答えなさい。

 （1）　次の各問いに答えなさい。ただし、気体に関する値はすべて ０ ℃、1.013×10⁵ Pa に換算して考えることとし、

有効数字3桁で求めなさい。ただし原子量はH＝1.0、O＝16、Cl＝35.5 とする。

　　①　3.00 mol/L の塩酸 100 mL に亜鉛を加え、完全に反応させた。

　　　　ア．塩酸に含まれていたHCl 分子の物質量は何mol か。

　　　　イ．発生した気体の体積は何 Lか。

　　②　112 L の水素と 22.4 L の酸素を混合し点火した。

　　　　ア．生じた水の質量は何ｇか。

　　　　イ．残っている気体の体積は何 Lか。また残っている気体の化学式を答えなさい。

 （2）　塩素には、³⁵Cl、³⁷Cl の同位体が存在し、原子量は35.5である。質量数 ³⁵Cl の同位体の存在は何パーセントか。

整数で求めなさい。

 （3）　シュウ酸二水和物H₂C₂O₄・２H₂O の結晶を用いて、0.500 mol/L のシュウ酸水溶液を 1 L に調整したい。

　　次の各問いに答えなさい。ただし原子量は H＝1.0、C＝12、O＝16 とする。

　　①　調整する操作として最も適当なものを、次のア～カから1つ選び、記号で答えなさい。

　　　　ア．結晶 63.0 g を水に溶かして 1 L とする。

　　　　イ．結晶 63.0 g を 937 mL の水に溶かす。

　　　　ウ．結晶 63.0 g を 1 L の水に溶かす。

　　　　エ．結晶 126 g を水に溶かして 1 L とする。

　　　　オ．結晶 126 g を 874 mL の水に溶かす。

　　　　カ．結晶 126 g を 1 L の水に溶かす。

　　②　この操作に必要なガラス器具の組み合わせを、次のＡ～Ｆから1つ選び、記号で答えなさい。

　　　　Ａ．ビーカーとメスシリンダー

　　　　Ｂ．ビュレットとホールピペット

　　　　Ｃ．ホールピペットとメスシリンダー

　　　　Ｄ．ビュレットとメスフラスコ

　　　　Ｅ．ビーカーとビュレット

　　　　Ｆ．ビーカーとメスフラスコ

　　③　水溶液の体積を 1 L としたとき、水溶液の液面はガラス器具の標線に対してどのような位置にあるか。

　　　解答欄の図に示しなさい。

　　④　調整したシュウ酸水溶液の質量パーセント濃度を有効数字2桁で求めなさい。ただし、この水溶液の密度

は 1.05ｇ/cm³ とする。

− ４ −



− ５ −

4　以下の問いに答えなさい。

 

（1）　右の図は 0.1 mol/L の塩酸 10 mL、または 0.1 mol/L の酢酸 10 mL

に、0.1 mol/L の水酸化ナトリウム水溶液または 0.1 mol/L のアンモ

ニア水を加えた場合の4通りの中和滴定曲線を示している。次の各問

いに答えなさい。

　　①　a～ dの中和反応について、該当する曲線の組み合わせとして適

pH
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当なものを、下のア～エからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

　　　　中和反応

	 　　　　ａ．HCl　－　NaOH　　　　　　　 ｂ．CH₃COOH　－　NaOH

	 　　　　ｃ．HCl　－　NH₃	 　　　　　　　ｄ．CH₃COOH　－　NH₃

　　　　曲線の組み合わせ

	 　　　　ア．B－D　　　　　イ．A－D　　　　　ウ．B－ C　　　　　エ．A－ C

　　②　①の bの中和滴定で使用する指示薬は、次のどちらか。　

　　　　

　　　　　　フェノールフタレイン液　　　　　　　　　　メチルレッド

 （2）　ア～ケの酸や塩基について、次の各問いに答えなさい。

　　　ア．硫酸　　　イ．硝酸　　　　　ウ．水酸化カリウム　　　　エ．硫化水素　　　　　　オ．リン酸　

　　　カ．酢酸　　　キ．アンモニア　　ク．水酸化アルミニウム　　ケ．水酸化マグネシウム

　　①　ア～ケのうち、a，bにあてはまる物質を選び、化学式で答えなさい。

　　　　ａ．2価の弱酸　　　　　　　　 ｂ．1価の強塩基

　　②　ア～ケで 0.1 mol/L 水溶液を調整した場合、a ，bにあてはまる物質を選び、化学式で答えなさい。

　　　　a．pHが最も小さい物質　　　 b．水酸化物イオン濃度が最も大きい物質

　　③　次のａ～ｃにある組み合わせで、過不足なく中和反応して、正塩を生成したとき、その水溶液は何性か。

生じる塩の化学式とともに答えなさい。

　　　　a．ア、ウ　　　　　　b．イ、キ　　　　　　c．ウ、オ



5　以下の問いに答えなさい。

 （1）　次の化合物のうち、下線を引いた原子の酸化数が等しいものの組み合わせを下のア～カから1つ選び、記号

で答えなさい。

　　　　化合物

	 　　　　a．CaCO₃　　　　　b．NaNO₃　　　　　c．K₂Cr₂O₇　　　　	 　d．H₃PO₄

　　　　組み合わせ

	 　　　　ア．ａ、ｂ　　　イ．ａ、ｃ　　　ウ．ａ、ｄ　　　エ．ｂ、ｃ　　　オ．ｂ、ｄ　　　カ．ｃ、ｄ

 （2）　次の文章を読み、あとの問いに答えなさい。ただし、Ａ～Ｇは金属を示し、それぞれ金、銀、鉄、銅、鉛、

マグネシウム、リチウムのいずれかである。

　　Ⅰ．それぞれの金属を　ａ冷水に入れるとＤのみが激しく反応し、気体アが発生した。反応しなかった金属の

中でＡは加熱すると反応し、気体イを発生した。

　　Ⅱ．それぞれの金属を　ｂ希硝酸　に入れると、Ｇ以外はすべて反応し、気体ウを発生した。溶けた溶液にニ

ッケルを浸すと、Ｂ、Ｅ、Ｆではニッケルの表面に別の金属が析出した。

　　Ⅲ．それぞれの金属を　ｃ希硫酸に入れると、Ａ、Ｃ、Ｄ、Ｅは反応し、気体エを発生した。その中でＥは表

面が白くなり反応が止まった。

　　Ⅳ．空気中で強熱すると、Ｆ、Ｇ以外は表面が酸化した。

　　　①　Ａ～Ｇはそれぞれどの金属か。元素記号で答えなさい。

　　　②　下線部 a～ cの物質を酸化力の大きい方から順に並べ、その化学式で答えなさい。

　　　③　気体ア～エのうち、他と異なる気体を選び、その記号と気体の化学式を答えなさい。

 （3）　硫酸で酸性にした溶液中の酸化剤・還元剤のはたらきを示す次のイオン反応式について、以下の問いに答え

なさい。反応はすべて硫酸で酸性にした水溶液中とする。

　　　Cr₂O₇²－　＋　14H＋　＋　6e－　　→　　2Cr³＋　＋　7H₂O

　　　SO₂　＋　2H₂O　　→　　4H＋　＋　SO₄²－　＋　2e－

　　①　次の酸化剤、還元剤の反応をイオン反応式で表しなさい。

　　　　　K₂Cr₂O₇　と　SO₂

　　②　K₂Cr₂O₇　1 mol と反応する SO₂ の物質量は何 mol か。

− ６ −




